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材料と方法 | 清水博史は，昭和57年 3月に九州歯科大学を卒業し，
下顎小臼歯部の前装冠を想定し，これを幾何学的に | 同年6月に長崎大学歯学部医員，昭和58年4月に同学
単純化した金属製支台歯と，メタルフレームのワック | 部助手(歯科補綴学第一講座)に採用された。以来今
スパターン採得用の分割金型を旋盤加工法で作製し ! 日まで歯科補綴学(冠 ・橋義歯学)に関する研究に従
た。後者を用いることによって所定の形態のワックス | 事している。
パターンを任意の個数作製することができた。得られ | 学位論文として「硬質レジン前装冠の設計に関する
たパターンを適法に従い金銀パラジウム合金で鋳造 | 研究(第 1~第 3 報)J (日本補綴歯科学会雑誌， 1990 
し， 一部はメタノレフレーム単独のまま，一部は硬質レ I ~1991年)を完成し，他に参考論文 8 編を添えて.歯
ジンで前装してから前述の支台歯に合着して実験試料 | 学博士の学位を申請した。また研究の要旨は，研究科
とした。試料岐合面の所定の位置に任意の大きさの荷 | 委員会が平成元年11月18日に開催した研究経過報告会
重を段階的に負荷したときの，前装面各部のひずみ量 | において発表した。研究科委員会は，平成3年 3月6
をストレインゲージを用いて測定記録した。 I 日に受理し，下記3名の審査委員を選定した。審査委
結果と考察 | 員は論文の内容を慎重に審査し，申請者に対して試問
第 1報では以後の実験の基礎となる合着材の接着性 | を行い，論文の審査結果及び最終試験の結果を平成3
の影響について検討した。その結果，メタルフレーム | 年 3月20日の歯学研究科委員会に報告した。
と支台歯とが接着していると，同じ形態であっても前 | 本論文は硬質レジン前装冠の設計に関与する主な要













カラーによって抑制されているがその度合はさほど大 | た。そ ζで，形態的なエ夫によってこれを補う必要に
きくないことなどが定量的に明らかになった。その結 1 迫られ，第2報ではメタルプレームの形態の影響につ
果，強度的に望ましい形態は，審美的観点からは望ま | いて検討した。その結果，切端部の厚みが大きい方が
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